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第1部：能登半島地震とKK原発の耐震安全性
立石雅昭（新潟大学名誉教授：

元県技術委員会委員）
1．震源断層の過小評価

2006の耐震設計審査指針と規制委の能力
2．地震波の伝わり方

今地震：未検討の最大の問題
3．地殻変動

数10万年何回も生じた隆起・変動
4．原発耐震補強の欺瞞



1－1．震源断層の過小評価



能登半島におけるひずみ集中帯（産総研資料を基に竹内作成）



1－2．地震波の伝わり方 未知
なぜ、海岸に沿って，新潟に大きな揺れが伝搬した

のか？



観測点最大加速度上位10件
No 観測点名 最大加速度 画像リンク

1 K-NET富来(ISK006) 2828gal 強震動波形 速度・加速度応答スペク
トル

2 K-NET輪島(ISK003) 1632gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

3 K-NET大谷(ISK001) 1469gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

4 K-NET穴水(ISK005) 1280gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

5 KiK-net富来(ISKH04) 1220gal 強震動波形 速度・加速度応答スペク
トル

6 KiK-net珠洲(ISKH01) 1007gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

7 K-NET大町(ISK015) 1001gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

8 KiK-net内浦(ISKH03) 936gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

9 K-NET正院(ISK002) 917gal 強震動波形 速度・加速度応答スペクトル

10 KiK-net志賀(ISKH06) 804gal 強震動波形 速度・加速度応答スペク
トル

志賀町震度7、これは志賀町が富来町と合併（2005年）したから。
能登半島の原発建設計画：珠洲市高屋、富来（福浦）と志賀町の境界の計画は

反対運動で頓挫。現在の位置へ



観測点 最大加速度 計測震度 震度 震央距離
富来 2828.2 ガル 6.6 7 59km
輪島 1468.7 6.2 6強 26
珠洲 1006.7 6.2 6強 8
富来 1220.5 5.9 6弱 55
志賀 803.8 5.6 6弱 60
小木 559.5 5.5 6弱 102
直江津 280.4 5.6 6弱 98
糸魚川 197.5 4.5 5弱 85
加茂 212.3 4.7 5弱 137
柏崎 123.3 5.0 5強 121
新潟 88.4 4.5 5弱 166
長岡 86.4 4.1 4強 145

関連する観測点でのデータ（防災科研）



国土地理院
能登半島地震での隆起

能登半島地震による海岸の隆起
1－3．地殻変動



小池・町田編 日本の海成段丘アトラス
2001年 東京大学出版会

付図I 第四紀海成段丘分布図
（海洋酸素同位体ステージ5e） から

およそ12～13万年前の温暖期（同位体ステージ
5e）に海浜で堆積した地層の分布高度、および推
定される断層

全体として、全国の同時期の堆
積物と比較しても能登半島北岸
では異常に高い。北東端では
100mを超える。北に高くなり、
南に低くなる傾向から，3つの
ブロックに分けられ，その境界
は東北東-西南西の断層と推定さ
れる。各ブロックはさらに南北
性の断層で小さく分けられる。



日本地理学会災害対応チーム
16日 調査

富来川南岸断層の活動 報告



ほぼ現在の海水準と同じ高さで堆積した12～13
万年前の地層（段丘堆積物）が，現在は20～30m
以上の高度に分布している。
この事実は、1回平均2mほどの隆起を伴う大地

震が過去10回は起こったことを意味する。
地元住民との共同で進めた調査で、志賀原発周

辺の中位段丘の分布高度を報告（2019年地球科
学）。ここでは、富来川南岸断層に向かって、北
に高くなる。従って富来川南岸断層も逆断層。

KK原発では，砂丘に覆われていて、中位段丘の
正確な高度は不明確だが、基本、同じような高さ
に分布。ブロックとして挙動・隆起を示唆する。

活断層マップ
志賀原発西海岸地域の中位段丘の高度分布

●は渡辺満久ほかの調査
沖合の推定断層も渡辺ほか

原発が立地する海岸地域はすべて隆起地域



柏崎刈羽原発周辺の中位段丘面
の高度分布 （東電資料）

中位段丘とは、12～13万年前（同位
体ステージ5e）の温暖期の堆積物がつ
くる堆積面

中越沖地震後、東京電力はこの図の
中部から北部にかけての高度分布が、
中越沖地震による地殻変動の傾向と類
似していることから、この中位段丘の
分布高度は、中越沖地震を引き起こし
た海域の断層（F-B断層）が繰り返し発
生してきた結果とした。



1－4．耐震補強の欺瞞
東京電力柏崎刈羽原発：耐震強化工事の具体例

中越沖地震を踏まえた耐震強化をしました。新潟県中越沖地震（平成19年7月）を踏まえた新たな基
よる耐震強化工事は平成24年9月までに全ての号機で完了しました。

1．配管サポート等の追加・強化
建屋内の配管・電線管などのサポート(支え)を1プラントあたり1400～3000
箇所で追加や強化をしました。

2：排気筒の強化
建屋内の換気などを行う排気筒について、周囲の柱を追加したり、振動減衰
用ダンパーを取り付けました。

3：開閉所設備の耐震強化
外部からの電源を受電する設備を強化しています。引留鉄構などの耐震強化
を実施しています。



上図は柏崎刈羽原発5号機の基礎版の応答ス
ペクトル

Sｓ－水平 東西、南北 同じ
上下は最大3000ガルを超える

能登半島地震の際の地震観測記録（赤）

左図は、中越沖地震時のKK1、5号機基礎版
当時の基準地震動S-1で求めた東西方向
応答スペクトル （薄い線）

柏崎刈羽原発 基礎版上



まとめ
2007年中越沖地震、2011年東北地方太平洋沖地震、2016年熊本地震、
2024年能登半島地震の教訓を生かし、原発の耐震設計審査指針
（2006）の全面的な見直しを強く求める。

とりわけ、個別に動くとされてきた断層が連動する可能性について，
判断基準を含めて、科学的に検討する。
地震波の伝わり方について，地下の地質構造との関連を検討する。
地形に現れている数10万年前以降の地殻変動と原発の地盤の安定性

に関わる調査/解析が求められる。
原発の耐震補強について，とりわけ、格納容器・原子炉建屋、ター

ビン建屋の補強が必要。

今地震による被害/被災状況を見れば、原発事故による避難は，
現在の計画では事実上機能しない。地元住民・国民の安全を守るには、
日本の原発はすべて廃炉にするべき。
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